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日
向
の
国
都
井
の
岬
の
青
潮
に

　
　
　
　
は
な

　
入
ゆ
く
端
に
ひ
と
り
海
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

み
る
さ
と
の
尾
鈴
の

　
山
の
か
な
し
さ
よ
…

　
1
月
1
4
日
（
日
）
、
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
恒
例
の
牧
水
か
る
た
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
・
生
徒
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
寒
さ
も

忘
れ
て
一
生
懸
命
か
る
た
と
向
き

ム
ロ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
3
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ζ
一

人口5．197犬）

　男　　2，458人｝

　女2．729人｝

世帯数　L刀3戸｝

平成13年1月1日現在
今月から国勢調査に基づく数値

「町報とうこう」は再生紙を使用しています－
⑨



　　　　　じ鞭8ご’り②　　　　　　　じ③輔8こ9’り

第5部（坪谷）が

　総合優勝
平成13年消防出初式

　
年
頭
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
1
月

5
日
（
金
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

主
会
場
に
消
防
団
員
2
2
5
名
が
出

場
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
は
、
各
部
と
も
十
分
な
練
習

を
積
ん
で
お
り
、
甲
乙
つ
け
が
た
い

内
容
で
し
た
。
総
合
の
部
、
操
練
の
部

と
も
に
優
勝
、
第
2
位
が
同
点
と

な
っ
た
た
め
、
出

場
団
員
数
で
の
決

着
と
な
り
ま
し

た
。　

ま
た
、
式
で
は

山
陰
保
育
園
の
幼

年
消
防
隊
に
よ
る

太
鼓
の
演
奏
や
、

直
川
河
川
敷
で
の

一
斉
放
水
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

0審査結果

＜
点
検
を
受
け
る
団
員
（
第
5
部
）

審査区分 優勝 第2位 第3位

総合の部
第5部
i坪谷）

第11部

i仲深）

第2部
i三瀬）

操練の部
第8部
i鶴野内）

第4部
i羽坂）

第1部
i小野田）

平成12年度

�法大会の部

i夏季大会）

第11部

i仲深）

第5部
i坪谷）

第2部
i福瀬）

牧
かるた大会

　
第
2
6
回
牧
水
か
る
た
大
会
が
、
1

月
1
4
日
（
日
）
、
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
か

ら
2
1
5
名
が
参
加
し
、
学
校
対
抗

戦
・
チ
ー
ム
対
抗
戦
・
個
人
戦
に
わ

か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
児
童
・
生
徒
の
代
表
が
読

み
手
を
つ
と
め
る
な
か
、
静
ま
り

返
っ
た
室
内
に
か
る
た
を
取
る
音
が

響
い
て
い
ま
し
た
。

競
技
結
果

▼
学
校
対
抗
戦

　
（
小
学
校
の
部
）

　
　
優
勝
坪
谷
小
学
校

　
　
準
優
勝
　
寺
迫
小
学
校

　
（
中
学
校
の
部
）

　
　
優
勝
坪
谷
中
学
校

　
　
準
優
勝
　
東
郷
七
・
学
校

▼
チ
ー
ム
対
抗
戦

　
　
（
小
学
校
の
部
）

＜
耳
川
河
川
敷
で
の
一
斉
放
水

　
優
　
勝
　
日
の
岬
（
寺
小
）

　
準
優
勝
　
海
鳥
（
寺
小
）

　
3
　
位
　
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
（
寺
小
）

（
中
学
生
の
部
）

　
優
　
勝
　
わ
か
ば
（
東
中
）

　
準
優
勝
　
あ
お
り
ん
ご

　
　
　
　
　
（
東
中
）

　
　
3
位
末
（
坪
中
）

▼
個
人
戦

（
小
学
校
の
部
）

　
　
優
勝
黒
木
健
太

　
　
　
　
（
東
小
）
　
9
9
枚

　
　
2
位
矢
野
綾
香

　
　
　
　
　
（
坪
小
）
　
9
6
枚

〈
児
童
・
生
徒
代
表
が
読
み
手
を
勤
め
る

読
み

手
を

勤
め
る

で。「

　　・3

0（＞o

響題
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式人成

　
平
成
1
3
年
の
成
人
式
が
、

1
月
4
日
置
木
）
交
流
研
修

施
設
さ
く
ら
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
に
は
、
町
内
（
出

身
者
を
含
む
）
の
新
成
人

67

ｼ
が
出
席
し
ま
し
た

が
、
出
席
者
は
艶
や
か
な

着
物
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
新
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
た
表

情
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
参
加
者
を
代
表
し
て
仲

深
の
水
野
歩
さ
ん
と
小
野
田
の
廿
才

有
里
さ
ん
に
成
人
証
書
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
林
町
長
が
「
故
郷
で
つ
ち

か
っ
た
心
と
体
を
鍛
え
、
東
郷
町
が

更
に
豊
か
な
町
に
な
る
よ
う
育
て
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
寺
原
町
議
会
議
長
と

植
野
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
た

後
、
寺
迫
の
橋
口
小
百
合
さ
ん
が
「
成

人
の
意
義
を
胸
に
刻
み
、
郷
土
の
発

越表トンネル
（仮称）に着工

　
1
2
月
2
6
日
（
火
）
、
林
道
越

膠
腫
渡
川
線
の
越
表
ト
ン
ネ

ル
（
仮
称
）
の
起
工
式
・
安
全

祈
願
祭
が
越
表
側
ト
ン
ネ
ル

入
口
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
農
林

業
の
振
興
と
生
活
の
利
便
性
の
向

上
、
定
住
支
援
等
を
目
的
に
、
県
営
ふ

る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
と
し
て

整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
町

道
越
表
橋
下
渡
川
線
を
改
良
す
る
形

で
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
幅
員
7
m
、
延
長
8

9
0
m
で
、
平
成
1
4
年
9
月
の
完
成

を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル

が
完
成
す
る
と
、
越
表
～
下
渡
川
間

は
所
要
時
間
が
現
在
の
1
5
分
か
ら
5

分
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
式
典
に
は
、
東
臼
杵
農
林
振
興
局

や
町
関
係
者
、
工
事
関
係
者
、
地
権

者
、
地
元
関
係
者
な
ど
5
0
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
、
農
林
振
興
局
の
林
務

展
に
貢
献
し
た
い
。
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
全
国
の
成
人
式
で
新
成

人
者
の
言
動
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
町
の
成
人
式
は
厳
粛
な
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲誓いの言葉を述べる橋口小百合さん　　　　　つ　　ニもぼが　ゆ　　　　
▲越表トンネル（仮称）起工式

次
長
や
山
本
助
役
な
ど
が
鍬
入
れ
を

行
っ
た
後
、
工
事
関
係
者
や
地
元
代

表
、
地
権
者
代
表
が
玉
ぐ
し
を
捧
げ

て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　　　　〈
　　　　着

　　　　工
　　　　と

　　　　な

　　　　つ
　　　　た
　　　　ト

　　　　ン
脅　　ネ

顯1
　　　噛側

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　鞭ンうご’り④

町
県
民
税
等
の
申
告
相
談

　　

@
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

　　

@　

@　

Q
月
3
日
（
火
）
～
3
月
1
5
日
（
木
）

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
人
の
基
準
は
／

　
平
成
1
3
年
1
月
1
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
の
1
年
間

に
得
た
所
得
を
平
成
1
3
年
3
月
1
5
日

ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
ご
と

に
、
左
記
に
よ
り
受
け
つ
け
ま
す
の

で
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
の
な
い
人
も
？

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
等
の
課
税
額
の
算
定
基

礎
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
扶
養
手
当
認
定
や
児

童
手
当
・
医
療
保
険
給
付
・
保
育
所

入
所
・
公
営
住
宅
の
入
居
・
奨
学
資

金
貸
付
、
又
は
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
等
、
そ
の
他
住
民
と
し
て
の
特

典
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
、
所
得
証

明
書
を
発
行
す
る
鼻
髭
に
支
障
が
あ

り
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
告
時
に
必
要
な

　
書
類
等
は

　
申
告
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要
で

す
。
申
告
ま
で
に
必
ず
準
備
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

●
日
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
又
は
パ
ー
ト
で

収
入
の
あ
っ
た
方

・
事
業
主
（
雇
い
主
）
か
ら
の
賃
金

の
支
払
証
明
書
（
事
業
主
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方
は

不
要
）

●
農
林
業
・
畜
産
に
よ
り
収
入
の

あ
っ
た
方

・
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
・
作
付
面

積
の
明
か
に
な
る
も
の
。

・
農
産
物
等
（
米
・
み
か
ん
・
柿
・

野
菜
・
椎
茸
等
）
の
収
穫
量
又
は
販

売
金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
（
販
売
先

か
ら
の
出
荷
証
明
書
等
）

・
平
成
1
2
年
中
に
支
払
っ
た
必
要

経
費
の
領
収
書
（
農
機
具
、
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
等
の
購
入
費
・
雇
人
費
・
土

地
改
良
費
・
燃
料
費
・
地
代
・
事
業
用

借
入
資
金
の
利
息
明
細
書
・
農
作
業

委
託
料
の
領
収
書
等
）

・
肉
用
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け
る

売
り
渡
し
証
明
書
（
1
0
0
万
円
未

満
の
子
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
、
町
県
民
税
に
限
り
家
畜

市
場
の
売
却
証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税

所
得
と
な
り
、
そ
の
証
明
書
が
な
い

場
合
に
は
課
税
所
得
と
な
り
ま
す
。
）

●
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
貸
土
地
、
貸

家
、
又
は
立
木
の
売
却
等
の
あ
っ
た

方・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

に
な
る
書
類
等
（
契
約
書
又
は
支
払

明
細
書
・
必
要
経
費
の
領
収
書
等
）

※
公
共
の
用
地
買
収
に
よ
る
補
償
金
が

あ
っ
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

に
な
る
書
類
等
（
収
支
計
算
書
・
家

計
簿
等
）

●
各
種
年
金
、
共
済
金
、
恩
給
等
を

受
給
し
て
い
る
方

・
平
成
1
2
年
中
の
源
泉
徴
収
三
又

は
年
金
等
支
払
通
知
書

●
保
険
契
約
に
基
づ
き
受
け
取
っ

た
生
命
保
険
金
又
は
満
期
返
戻
金
等

の
一
時
的
な
収
入
の
あ
っ
た
方

・
保
険
会
社
等
支
払
い
先
発
行
の

支
払
証
明
書

そ
の
他
に
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
平
成
1
2
年
中
に
支
払
っ
た
生
命

保
険
料
や
個
人
年
金
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
損
害
保
険
料
の
証
明
書

・
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、
還
付

申
告
（
払
い
戻
し
請
求
）
を
行
い
た
い

方
は
、
勤
め
先
交
付
の
源
泉
徴
収
票

・
所
得
が
あ
り
前
年
の
医
療
費
の

控
除
を
受
け
た
い
方
は
、
病
院
及
び

調
剤
薬
局
の
領
収
書
、
又
は
医
師
の

通
院
証
明
書

◆
所
得
税
の
確
定
申
告

　
が
必
要
な
方
は

●
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
等
控

除
額
の
合
計
を
超
え
る
方

●
給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が

2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
又
は
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
2
0

万
円
（
肉
用
牛
の
免
税
所
得
を
含
む
）

を
超
え
る
方

●
給
与
所
得
者
で
昨
年
中
2
ヶ
所

以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い

る
方
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

た
従
た
る
給
与
収
入
額
と
そ
の
他
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超

え
る
方

◆
所
得
税
の
還
付
申
告

　
に
つ
い
て

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
、
又
は
予
定
納

税
を
し
た
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
還
付
を
請

求
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
2
月
1
6
日
以
前

で
も
延
岡
税
務
署
で
受
け
つ
け
て
い

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
書

を
提
出
し
、
過
納
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
の
還
付
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

　
特
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得
税

が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど

う
か
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付
金

控
除
、
政
党
等
寄
付
金
控
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

●
平
成
1
2
年
中
に
勤
務
先
を
退
職

さ
れ
た
後
、
再
就
職
さ
れ
な
か
っ
た

方
で
年
末
調
整
を
行
わ
な
か
っ
た
方

●
退
職
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
そ
の

所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
で
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い
て
、

特
別
減
税
の
適
用
が
で
き
る
方

◆
税
務
署
か
ら
所
得
税

　
確
定
申
告
の
案
内
が

　
あ
っ
た
方
へ

延
岡
税
務
署
か
ら
直
接
申
告
書
用

ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

紙
や
パ
ン
フ
レ
。
ト
が
郵
誉
れ
澱
見

告
相
談
日
の
来
場
案
内
が
あ
っ
た
方
ま
意

は
、
次
の
日
程
に
申
告
を
済
ま
せ
て
翫
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
る

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
焼
す

▽
日
時
3
月
・
日
（
金
）
8
時
・
。
鮒
欄

分
～
随
時
　
　
　
　
　
部
鞭

▽
場
所
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
少
錨

セ
ン
タ
ー
（
西
郷
村
田
代
1
8
7
0
翫

番
地
）
電
話
6
6
1
2
1
3
0
　
　
　
講

　
な
お
、
指
定
日
に
申
告
で
き
な
い
戯

場
合
、
町
税
務
課
で
は
受
付
で
き
ま
純

　　　　　　　　⑤嚇1」うご’つ

月日（曜日） 地区 受付対象となる地区 受付時間 受　付　会　場

中水流・田口八ツ山 9：30～11：30 越表生活改善センター
2月13日㈹ 越　表

児洗・一松露 13：30～15：00 児横臥会所

東石原・西石原・本村 9：30～11：30

坪谷地区多目的集会施設14日（水） 坪　谷
赤井笠・上ノ原 13：00～15：00

仲崎・多武ノ木・瀬平 9：30～11：30

坪谷地区多目的集会施設15日休） 坪　谷
市谷原・市谷川崎 13：00～15：00

19日（月） 下渡川 全区域 10：00～11：30 下渡川地区集会施設

仲　深
下仲瀬・久居原・下水流 9：30～11：30

丁丁地区集落センター20日㈹

深谷・野々崎 13：00～15：00

井尻・深瀬・日ケ道・樋田 9：30～11：30

羽坂生活改善センター21日㈱ 羽　坂
硯北・羽坂・沖之水流・小長野 13：00～15：00

山内・中山 9：30～11：30

鶴野内コミュニティセンター22日㈱ 鶴野内
前田・中水流・下村・住宅 13：00～15：00

鶴野内 大工野・六二 9：30～11：30 大工野地区集落センター
26日（月）

田　野 全地区 13：30～15：00 田野地区集落センター

又下1、2・又中・又上・住宅 9：30～11：30

町中央公民館第4研修室27日㈹ 小野田
大谷・小野田1、2 13：00～15：00

鹿瀬・西谷 9：30～11：30

迫野内地区多目的研修施設28日（水） 迫野内
東下・東上 13：00～15：00

迫野内 地内 9：30～ll：30 迫野内地区多目的研修施設
3月1日㈱

八重原 全地区 13：30～15：00 八重原公民館

仲野原1、2 9：30～11：30

仲野原営農研修施設5日（月） 福　瀬
仲野原3・出口・住宅 13：00～15：00

上村1、2、3 9：30～11：30

三瀬公民館6日㈹ 福　瀬
下村・鳥川 13：00～15：00

7日（水） 福　瀬 広瀬・日田尾・鵜戸木 9：30～11：30 広瀬生活改善センター

庭田・長崎 9：30～11：30

吉牟田地区コミュニティセンター8日㈱ 寺　迫
中尾・吉牟田 13：00～15：00

落鹿 9：30～11：30

寺迫公民館12日（月） 寺　迫
寺迫・山ノロ 13：00～15：00

14日（水）

P5日㈱
町内全域 各地区で申告できなかった方 9：00～16：00 町中央公民館第4研修室

せ
ん
の
で
、
延
岡
税
務
署
で
申
告
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
／

　
各
地
区
で
の
申
告
相
談
期
間
中

は
、
税
務
課
職
員
が
各
地
区
会
場
に

出
向
き
ま
す
の
で
、
役
場
税
務
課
窓

口
で
申
告
を
受
け
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
3

月
1
4
・
1
5
こ
口
町
中
央
公
民
館
会
場

に
お
い
て
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
係
（
電
話

6
9
1
3
9
0
4
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
”
£

　　

@　

ｳ
、
紳

　　
@　
~

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　鞘ど弓ご’り⑤

　　　東郷町の職員給与等をお知らせします
給与費等の状況（一般会計予算）

給　　　　　与　　　　　費　　（B）

区　　分
職　員　数

@（A）
職　員　手　当 計

一人当たりの給

^費（B／A）給　　料
期末・勤勉手当　　その他の手当

12年度 93人
　　　　千円
R50，027

　　　　千円　　　　　　　　　千円

P50，263　　　30，433

　　　　千円
T30，723

　　　千円
T，707

（平成11年4月1日現在　給料改定前）
、

町
県
国

□
十
二

（2＞職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

308，089円 39．7歳

352，400円

F 41．2歳…；・：…垂il……liii…；1曇iii…・；i… ｝…議難…蓋
、＝＝＝描iミ≡ミ＝＝ヒ≡

謎iili撫…i難，，， 読322，033申 39・7歳i i
1

1

；339’・62円 ；45・・歳

338，200円 46．2歳

286，958円 41．8歳 i
i　　　i

i

1
：

一般行政職

技術員職

360000350，000340，000330，000320，000310，000300，000290，000280，000

（平成11年4月1日現在）（3）一般行政職の級別職員数の状況

区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容 主事・技師 主事・技師 主事・技師 係長・主査 係長・主査 課長補佐
蛛@　幹

課長・参事 課　長

職　　員　　数 　　人
R

　　人P0
　　人
P1

　　人
P2

　　人
T

　　人
P5

　　人
T

　　人
U 　　人U7

構　　成　　比
　　90
S．5

　　％
P4．9

　　90
P6．4

　　06
P7．9

　　％
V．5

　　％
Q2．3

　　96
V．5

　　％
X．0

　　　％
P00．0

掛年前の轍比 　　　90
O．0％

　　％
P5．7

　　90
P7．2

　　％
Q0．0

　　％
V．1

　　％
Q2．9

　　％
P0．0

　　％
V．1

　　　％
P00．0

（平成12年4月1日現在）

（平成12年4月1日現在　給与改定前）（4）職員の初任給の状況

区　　　　　分 初　任　給 採用2年後の

距ｿ月額
大　学　卒 163，800円 181，400円

一般行政職
高　校　卒 141，900円 151，800円

大　学　卒 163，800円 181，400円

技術員職 高　校　卒 141，900円 151，800円

（5）部門別職員数の状況

職　　　　員　　　　数　　（人） 対前年増減数　　（人）　　　区分ｹ1≦門 平8　　　平9 平10 平11 平12 平8 平9 平10 平11 平12

議　会 2 2 2 2 2

総　務 22 23 22 20 22 1 1 △1 △2 2

一般管理
税　務 5 5 5 5 4 △1

農　水
17 16 17 16 16 △1 △1 1 △1

土　木 7 7 7 7 8 1 1

小　計 53 53 53 50 52 1 △3 2

民　生 20 21 20 20 24 1 △1 4

福　　祉 衛　生 4 7 7 7 5 3 △2

小　計 24 28 27 27 29 4 △1 2

一般行政計
77 81 80 77 81 1 4 △1 △3 4

教　育
18 18 17 16 18 △2 △1 △1 2

特別行政
小　計

18 18 17 16 18 △2 △1 △1 2

病　院
17 26 25 26 24 △2 9 △1 1 △2

水　道 2 2 2 2 2

公　　営

驪ﾆ等
下水道 0 0 0 1 1 1

その他 3 3 4 4 3 1 △1

小　計
22 31 31 33 30 △2 9 2 △3

総　　合　　計 117 130 128 126 129 △3
13 △2 △2 3

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

まちのアルバム
　　　　　　　　⑦鞘ど弓ご’り

越
表
に
サ
ン
タ
現
る

●●

　
1
2
月
2
4
日
（
日
）
、
越
表
青
年
団
（
石
田
弘
之

会
長
）
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
に
扮

し
、
地
区
内
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

配
っ
て
廻
り
ま
し
た
。

　
突
然
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場
に
、
あ
っ

け
に
取
ら
れ
る
子
ど
も
や
泣
き
出
す
子
ど
も

も
い
ま
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う
と

に
っ
こ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
青
年
達
は
、
ト
ナ
カ
イ
を
鹿
と
言
わ
れ
た

り
、
犬
に
吠
え
ら
れ
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し
ま
し

た
が
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
越
表
青
年
団
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
春
賀
詞
交
歓
会

騨「
〆

5

鎌 珍

　
1
月
1
2
日
（
金
）
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
交
流

研
修
施
設
さ
く
ら
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
賀
詞
交
歓
会
に
は
、
町
内
の
各
種
団
体
や
企

業
代
表
者
が
出
席
し
、
隔
年
の
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
町
長
・
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

懇
話
会
に
入
り
、
各
団
体
の
代
表
ら
が
新
年
の

抱
負
や
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

郡
共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
こ

　
1
2
月
2
1
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
1
月
期
東

臼
杵
郡
市
子
牛
共
進
会
に
お
い
て
、
福
瀬
の
高

尾
昭
一
さ
ん
が
雌
子
牛
の
部
に
出
品
し
た
「
ま

つ
こ
号
」
が
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。

　
共
進
会
に
は
、
管
内
か
ら
雌
子
牛
の
部
に
5
5

頭
、
去
勢
子
牛
の
部
に
2
9
頭
出
品
さ
れ
、
そ
の

中
で
も
「
ま
つ
こ
号
」
は
発
育
良
好
で
、
均
称
・

資
質
と
も
に
他
の
雌
子
牛
よ
り
も
優
れ
て
い

た
の
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
雌
子
牛
の
部
に
4
頭
、
去
勢
子

牛
の
部
に
1
頭
出
品
さ
れ
、
い
ず
れ
も
良
い
成

績
を
納
め
ま
し
た
。

農
作
業
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

　
東
郷
町
農
業
機
械
銀
行
（
前
川
浩
規
会
長
、

会
員
1
7
名
）
は
、
1
月
1
4
日
（
日
）
農
作
業
の

事
故
防
止
を
啓
発
す
る
看
板
1
3
基
と
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
3
基
を
田
野
区
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
の
農
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
…
機
械
銀
行
の
会
員
に

加
え
、
田
野
区
長
や
農
協
職
員
、
宮
崎
県
東
臼

杵
南
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
会
員
ら
は
、
「
路
肩
注
意
」
や
「
走
行
注
意
」

な
ど
と
書
か
れ
た
看
板
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
つ
ぎ

つ
ぎ
に
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　鞘8ご’り⑧

保健

尼より

やすらぎ館

「
こ
ど
も
の
生
活
習
慣

　
　
病
予
防
」

　
こ
れ
ま
で
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
糖
尿
病
、
が
ん
、
脳
卒
中
な
ど
の

病
気
は
、
最
近
で
は
「
生
活
習
慣
病
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
名
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生

活
習
慣
病
の
芽
は
子
供
の
頃
か
ら
育

ち
は
じ
め
、
長
い
間
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
発
症
す
る
の
で

す
。　

と
こ
ろ
が
最
近
は
、
本
来
大
人
に

な
っ
て
発
症
し
て
い
た
も
の
が
、
す

で
に
子
供
に
も
見
ら
れ
る
「
，
生
活
習

慣
病
予
備
軍
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
2
0
年
位
の
間
に
、
生
活
様
式

が
西
欧
型
の
都
市
型
文
化
生
活
へ
と

変
化
し
、
そ
れ
に
つ
れ
子
供
た
ち
の

生
活
は
食
事
の
乱
れ
（
過
食
や
偏
食
）

や
運
動
不
足
、
受
験
な
ど
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
、
夜
型
生
活
に
よ
る
睡
眠

不
足
な
ど
不
健
康
な
生
活
習
慣
が
全

国
的
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（資料提供：東郷町養護教諭部会）

〈歯科検診〉

　　　　　東郷町の子供たちは？
L4％）

　　〈心臓検診〉　　　　　〈視力検診〉

〈病状出現率〉

東
郷
町

　　　　　　　　　（なむﾞし歯未処置者処置完了者1，いし

E・…％）（26・・％・拶

宮
崎
県

　　　　　　　　　（いむﾞし歯未処置者処置完了者1，者し

E・5・・％）（33・・％）罎

1
・
9
％
　
4
・
7
％

　
異
常
あ
り

一
・
0
％
　
0
・
7
％

東
郷
町

異常なし
i99．0％）

宮
崎
県

異常なし
i99．3％）

（東郷町の平均むし歯本数5．0本）A－1．0以上、B－1．0未満～0，7以上

C－0．7未満～0．3以上、D－D．3未満

　　　　　　　中度肥満q肥満度〉

東
郷
町

普　通
i88．6％）

軽度肥満
F（10％）

宮
崎
県

普　通
i88，9％）

確
鐸

建
擁

高度肥満（2．0％）

5．食生活について

95．3％

329％

471％

224％

54．7％

璽65．9％

55．3％

4．日頃の生活習慣

毎日朝食を
食べる

好き嫌いが
多い

お菓子をよ
く食べる

インスタント食品

をよく食べる

野菜をよく
食べる

豆類をよく
食べる
肉類をよく
食べる
魚類をよく
食べる

77．6％

95．3％

67．1％

27． 1％

52．4

食事の前に
手を洗う

トイレの後に

手を洗う

食後の歯磨き

をする

テレビゲーム

をよくする

運動をよく

する

3．登

自分で起
きた

顔を洗った

校するまで

45　0

80　％

2起床時間

　　「7～8時（L8％）

排便をした

勉強をした

テレヒの
漫画を見た

ゲームを
た

6～7時

（69．4％

中瓢
　
璽

O

〈生活習慣＞

1．就寝時間

　　rll～｝2時（1・2％）

6時前
（28．8％）

／9前
　（　5覧）

＼

～l1

59％

9時～10時

（69，4％）

　
自
分
の
歯
が
2
0
本
あ
れ
ば
、
自
由
に
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
厚
生
労
働
省
で
は
、
8
0
歳
に
な
っ
て

も
少
な
く
と
も
2
0
本
は
自
分
の
歯
を
残
す
よ
う
に
し
ょ
う
と
い

う
「
8
0
2
0
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
東
郷
町
に
は
＼
8
0
歳
以
上
で
2
0
本
以
上
の
歯
を
持
ち
、
ム
フ
年
度

表
彰
を
受
け
た
方
が
5
名
い
ま
す
。
ム
フ
回
紹
介
す
る
田
野
区
の

小
野
キ
ミ
さ
ん
も
そ
の
お
一
人
で
す
。

田
野
区

小
野
キ
ミ
さ
ん
（
8
2
歳
）

　
　
　
　
　
残
存
歯
2
0
本

ゴキ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
憾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渚
、

　
朝
か
ら
杉
山
に
陽
が
落
ち
る
ま

・
で
、
縁
側
か
ら
部
屋
に
陽
が
射
し
込

む
日
当
た
り
の
良
い
家
に
一
人
暮
ら

し
を
す
る
キ
ミ
さ
ん
は
、
長
男
宅
前

。
に
家
が
あ
り
、
周
り
に
は
野
菜
畑
が

．
広
が
る
の
ど
か
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

・
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

9
フ
が
趣
味
で
毎
週
し
て
い
る
ほ
か
、

。
「
高
齢
者
学
級
」
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

．
等
地
区
で
行
わ
れ
る
様
々
な
行
事
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
合
間
に

口
野
菜
を
作
っ
た
り
、
夜
の
あ
い
た
時

　
間
に
好
き
な
読
書
を
す
る
な
ど
、
忙
し

四
　
そ
う
で
す
が
、
「
毎
日
楽
し
い
の
よ
！
」
と

一
い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
語
っ
て
く
れ

　ま

ｵ
た
．
・
た
、
田
野
区
で
、
婦
人
部

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
1
9
年
間
活
躍
さ
・

れ
た
の
で
、
7
月
に
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
々
長
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
そ

の
小
柄
な
体
格
か
ら
は
「
ど
こ
に
そ

ん
な
元
気
が
」
と
感
心
す
る
ほ
ど
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
方
で
す
。

　
「
元
気
で
長
生
き
」
そ
の
秘
訣
は
と

聞
く
と
、
若
い
と
き
か
ら
農
作
業
な
ど

で
、
本
当
に
よ
く
働
い
た
か
ら
そ
の
お
陰

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
警
き
ん
の
歯
の
農
法
∴

①
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
持
つ
　
　

②
歯
科
を
受
診
し
た
際
、
歯
ブ
ラ
シ
　

を
一
・
諄
い
置
き
し
て
お
く
｛

（
も
ち
ろ
ん
歯
磨
き
は
朝
晩
必
ず
し
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
干
し
魚
を
詣
る
よ
う
に
し
て
い
る
　
。

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
甘
い
物
は
嫌
　

い
で
ほ
・
ん
ど
食
べ
な
い
そ
つ
詫
｝

「
な
る
ほ
ど
や
っ
ぱ
り
基
本
は
そ
こ
　

だ
な
」
・
思
い
、
私
も
歯
を
大
切
凹

し
よ
う
と
痛
感
す
る
の
で
し
た
。
　
　

明
達
顔
が
弩
霰
な
訊

さ
ん
。
私
も
キ
ミ
さ
ん
の
よ
う
に
年
を
と
　

れ
る
と
い
い
な
と
思
い
な
が
ら
家
を
後
ε

し
ま
し
㌃
（
担
当
保
健
婦
荒
戸
二

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

子
供
た
ち
の
健
康
を

守
る
た
め
に

越
表
小
学
校
養
護
教
諭

　
　
　
本
田
和
子
先
生

　
東
郷
町
は
、
緑
と
美
し
い
川
に
恵

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
こ
の

㍉．

紅榊

@
　
　
　
　
　
κ
’
幽

　
レ
本
田
先
生
と
早
旦
小
の
児
童
た
ち

す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
育
ま
れ

た
子
供
た
ち
の
健
康
状
態
は
よ
く

管
理
さ
れ
て
お
り
、
心
身
共
に
健
康

で
す
。

　
東
郷
町
の
子
供
た
ち
の
疾
病
異

常
ワ
ー
ス
ト
3
は
1
位
む
し
歯
、
2

位
視
力
低
下
、
3
位
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
で
す
。
日
常
生
活
に
つ
い
て

は
、
ご
覧
の
よ
う
に
ほ
ぼ
規
則
正
し

い
の
で
す
が
、
個
人
差
は
あ
る
よ
う

で
す
。
た
だ
し
、
食
生
活
に
つ
い
て

は
も
う
少
し
気
を
付
け
た
い
と
こ

ろ
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
栄
養
・

運
動
・
休
養
と
い
う
3
つ
の
要
素
が

大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
事
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

子
供
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
り
明
る

く
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
一

番
身
近
に
い
る
ご
両
親
や
ご
家
族

の
方
々
が
し
っ
か
り
と
支
援
管
理

を
し
、
地
域
が
一
体
と
な
り
子
供
た

ち
の
健
康
を
守
り
育
て
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

　
、
1　

、
2 　

　
朝
食
を
し
っ
か
り
と
る
。

　
　
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
と

　
　
る
。

　
　
塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い
。

3
、　

　
適
度
な
運
動
を
す
る
。

4
、5

、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
。

6
、
元
気
に
外
で
遊
ぶ
。

7
、
時
々
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。

噌二丁ゆや

享ワ‡

尋レ尋
1磐

1薦
1栄‡

懸牽吋・幽醸寧

え
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
類
の
と
り
す
ぎ
に

よ
る
か
ら
だ
の
不
順
を
生
じ
か
ね
ま

せ
ん
。

　
ビ
タ
ミ
ン
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
鉄
分

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど

は
い
ろ
ん
な
食
品
に
含
ま
れ
ま
す
。

ご
は
ん
や
パ
ン
、
魚
や
肉
、
豆
腐
、
牛

乳
、
卵
、
そ
し
て
野
菜
や
海
藻
、
き
の

こ
、
果
物
な
ど
を
ま
ん
べ
ん
な
く
食

べ
て
い
れ
ば
、
不
足
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
き
る
だ
け
手
作
り
に
心
が
け
、

栄
養
補
助
食
品
や
健
康
食
品
は
、
食

事
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
き
に
利
用

す
る
程
度
に
し
ま
し
よ
う
。

高
齢
者
の
薬
物
服
用
へ
の
注
意

　
東
郷
病
院
院
長
谷
川
　
誠

　　　　　　じ⑨鞭8こ”り

栄
養
補
助
食
品
や
健
康
食
品

を
賢
く
利
用
し
よ
う

　
最
近
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
分
な
ど
が
入
っ
た
栄
養
補
助
食
品

が
ず
い
ぶ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
。

　
栄
養
補
助
食
品
等
を
よ
く
利
用
す

る
人
は
、
食
事
は
好
き
な
も
の
だ
け
、

あ
る
い
は
、
空
腹
を
満
た
す
た
め
だ

け
に
と
り
、
足
り
な
い
分
を
栄
養
補

助
食
品
等
で
補
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
で
は
、
か

　
高
齢
者
の
薬
の
服
用
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
現
在
各
病
院
の
外
来
患
者
さ
ん
で

70

ﾎ
以
上
の
方
は
、
平
均
5
種
類
も
の

薬
を
服
用
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
服

用
期
間
も
長
く
な
り
、
薬
剤
の
副
作
用

も
必
然
的
に
増
加
し
て
き
ま
す
。

　
高
齢
者
で
は
特
に
腎
臓
機
能
が
弱
く
な

り
、
薬
物
が
十
分
分
解
さ
れ
ず
、
同
じ
量
の
薬

で
あ
っ
て
も
若
い
と
き
よ
り
薬
が
効
き
過
ぎ
た

り
、
副
作
用
が
強
く
出
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
を

防
止
す
る
た
め
実
際
に
は
薬
の
量
を
成
人
の

70

嶋
ﾊ
を
目
安
に
服
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
特
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
を
下
げ
る
薬
、
安
定
上
等
の
服

用
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
均
寿
命
が
延
び
る
に
つ
れ

肺
炎
等
の
感
染
症
も
増
加
し
、
抗
生
物

質
の
使
用
も
大
変
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
販
の
薬
等
の
中
に
は
有
効
な
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
心
臓
病
の
人
が
飲

ん
だ
ら
悪
い
影
響
が
あ
る
薬
等
も
あ
り

ま
す
。
病
院
に
通
院
中
の
方
は
外
来
受

診
の
際
薬
を
持
参
し
、
医
師
に
相
談
さ

れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
者
の
方
に
薬
を
処
方
す
る
場

合
、
医
師
は
薬
の
種
類
を
少
な
く
す
る
、

少
量
よ
り
開
始
す
る
、
他
に
服
用
し
て

い
る
薬
は
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
等
の
注

意
を
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
症
状
が
薬
で
治
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
電
話
で
結
構
で
す
か
ら
病
院
や
保

健
婦
、
栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2月の行事予定表

地区巡回健康相談
日 曜日 会　　　　場 受付時間

金
山ノロ集落センター 9：00～9：30

2

落　鹿　公　民　館 10：30～11：00

中　尾　公　民　館 10：00～10：30

6 火
庭　田　公　民　館 13：30～14：00

鹿　瀬　集　会　所 9：00～9：30

9 金 地　内　集　会　所 10：30～11：00

東　上　集　会　所 14：00～14：30

13 火 鶴野内公民館 9：00～10：00

硯　野　集　会　所 9：00～9：30
14 水

羽坂生活改善センター 10：30～11：00

22 木 大工野集落センター 10：00～11：00

八重原公民館 9：00～10：00
27 火

迫野内公民館 13：30～14：30

リハ．ビ　り　教室
7　水　シルバーセンター10：30～10：40

乳児63歳児検診
やすらぎ館（乳児） 14：00～14：20

15 木
やすらぎ館（3歳児） 13：00～13：20

予　　　防　　　接　　　種

病　院　名 予防接種名 接　種　日

ツベルクリン 6

B　　C　　G 8
町立病院

i受付時間）

P3：15～13：45

三種混合 1，14．21

麻　　　　疹 22

風　　　　疹 27

ツベルクリン
13

三　股　病　院
i受付時間）

P4：00～16：00

B　　C　　G 15

そ　の　他 毎週火曜日

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　ら轍どうご’り⑩
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！ろ

噺
い麺

倣

編
酬

　八重原　八重原上の
　　りょう

fヂ’藤｝麦くん（6歳）

父：勲さん

母：栄子さん

○好きな食べ物は何

　ですか？

　カレー

○好きな遊びは何で

　すか？

　ゲーム

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　警察官

　小野田　又江野中の

　　たかと
黒木天和くん（6歳）

父：勇人さん

母：美和さん

○好きな食べ物は何で
　すか？

　コロッケ
○好きな遊びは何ですか？

　カルタ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　消防士

鷲
華

、

．
！

．
蹴

¢
輔

▲消防出初式

・
醸
と
や
・
・
重
：
や
と
幽
と
尊
・
轟
・
轟
・
・
尊
・
轟
・
幸
尋
轟
v
寺
尋
轟
・
轟
・
・
を
幸
菅
幸
幸
寺
主
壱
尋
尋
善
轟
・
壱
尋
母
曇
・
曹
名
義
菅
条
条
条
菅
条
条
母
尋
条
義
義
義
義

街の古聖題

　新春
　　書初め展を開催

　平成13年の新春を飾る

小・中学校新春書初め展が、

1月13日（土）～28日（日）

まで道の駅の交流研修施設

さくら館において開催され

ました。

　書初め展には、町内の小

中学生の書道や硬筆の作品

350余点が展示されまし

た。

　さくら館を訪れた人は、

展示されている作品に足を

止めて見入っていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　　　　　　　ρ一　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　ψサ　　　　　　　　　　　　　ψサ　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　ψ伊　　　　　　　　　　．9　　　　　　　　　　0一　　　　　　　　　ψひ　　　　　　　　一ψ　　　　　　　ψψ　　　　　　σ9　　　　　　ψ一　　　　　・ひ　　　　oひ　　　9φ　　ψ伊　ψ9　090一

■
＝

■

●

高
齢
者
の
事
故

　
平
成
1
2
年
中
の
県
内
の
交
通
死
亡

事
故
に
よ
る
死
者
は
1
1
7
名
で
、

前
年
に
比
べ
て
1
4
名
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
死
者
の
内
高
齢
者
は
4
9
名

で
、
全
体
の
4
2
％
と
高
い
割
合
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
死
者
の
状
態
別
で
は
、

歩
行
中
…
2
1
名
、
四
輪
運
転
中
…
1
0

名
、
二
輪
運
転
中
…
1
0
名
、
自
転
車
乗

車
中
…
5
名
、
四
輪
同
乗
中
…
3
名

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
歩
行
中
の
事

故
は
全
死
者
の
4
3
％
で
特
に
多
く
、

こ
の
歩
行
中
の
中
で
も
道
路
横
断
中

の
事
故
が
多
い
よ
う
で
す
。

駐
在
所
か
ら
の
お
願
い

　
町
立
病
院
前
国
道
の
横
断
歩
道
に

は
押
し
ボ
タ
ン
信
号
機
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
信

号
機
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
こ

で
の
横
断
者
は
薬
局
が
道
路
の
向
か

い
側
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
特
に
高

齢
者
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
信
号
機

を
利
用
し
て
横
断
さ
れ
る
方
は
ご
く

一
部
の
人
で
あ
り
、
信
号
機
の
押
し

ボ
タ
ン
を
操
作
し
な
い
ま
ま
横
断
し

て
い
る
人
も
見
う
け
ら
れ
、
中
に
は

危
険
な
状
況
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
「
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
」
は

信
号
機
の
柱
に
あ
る
「
押
し
ボ
タ
ン
」

を
押
さ
な
け
れ
ば
、
歩
行
者
側
の
信

号
は
青
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
「
押
し

ボ
タ
ン
」
を
押
せ
ば
、
し
ば
ら
く
し
て

歩
行
者
側
の
信
号
は
青
に
変
わ
り
ま

す
の
で
、
道
路
を
横
断
さ
れ
る
時
は

必
ず
「
押
し
ボ
タ
ン
」
を
押
し
て
、
信

号
が
青
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、
さ
ら
に
左
右
の
安
全
を
良

く
確
か
め
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
横
断
歩
道
等
で
高
齢
者
を
見
か
け

た
方
は
、
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
く

と
も
に
、
家
庭
に
お
い
て
も
道
路
の

横
断
等
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
話
代
金
を
よ
そ
お
っ

た
詐
欺
に
注
意

　
今
、
全
国
的
に
電
話
代
金
等
の
請
求

を
装
っ
た
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
「
ア
ン
ナ
ク
ラ
ブ
」
や
「
太

平
企
画
」
等
の
名
称
で
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ

て
く
る
も
の
で
、
内
容
は
「
ダ
イ
ヤ
ル
情

報
提
供
料
が
未
納
で
す
」
「
早
急
に
下

記
口
座
ま
で
ご
入
金
く
だ
さ
い
」
「
入
金

が
無
い
場
合
に
は
、
直
接
ご
自
宅
に
回

収
に
伺
い
ま
す
」
等
と
書
か
れ
て
お
り
、

現
金
を
振
り
込
ま
せ
、
だ
ま
し
と
ろ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
等
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係㊥3900まで〉

む
か
ば
き
少
年
自
然
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　　　　　　ら。勿鰯どうこ”り

む
か
ば
き

　
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　
む
か
ば
き
の
美
し
い
星
空
の
も

と
、
姻
㎜
の
反
射
望
遠
鏡
で
木
星
や

土
星
、
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
（
す
ば
る
）

を
観
測
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
期
　
日
　
2
月
3
日
（
土
）
か
ら
2

月
1
0
日
（
土
）

（「

j
時
　
間
　
午
後
7
時
～
午
後
9
時

○
申
込
み
　
家
族
や
グ
ル
ー
プ
、
個

人
な
ど
で
、
参
加
し
た
い
日
と
人
数
、

氏
名
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
当
日
受
付
可
）

冬
、
の
夜
空
を
楽
し
も
う

　
む
か
ば
き
の
美
し
い
星
空
の
下

で
、
宇
宙
の
話
を
聞
い
た
り
、
星
座
の

観
測
を
し
な
が
ら
、
天
体
に
つ
い
て

学
習
し
よ
う
。
ま
た
、
初
め
て
出
会
っ

た
友
達
と
自
然
体
験
を
通
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
そ
う
。

○
期
　
日
　
2
月
2
4
日
（
土
）
～
2
月

25

冝
i
日
）
（
一
泊
二
日
）

○
参
加
対
象
　
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
一
般
、
家
族
等

○
参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
程
度

○
準
備
す
る
も
の
　
筆
記
用
具
、
野

外
活
動
着
、
防
寒
具
、
着
替
え
等

　
詳
し
い
こ
と
は
、
む
か
ば
き
少
年

自
然
の
家
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

電
話
0
9
8
2
－
3
8
－
0
2
7
2

F
A
X
O
9
8
2
－
3
8
1
0
2
8
2

む
か
ば
き
春
の

　
　
　
　
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
　
3
月
4
日
（
月
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時
3
0
分

場
所
　
む
か
ば
き
少
年
自
然
の
家

申
込
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

は
が
き
で
参
加
者
氏
名
、
電
話
番

号
、
む
か
ば
き
ま
で
の
交
通
手
段

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

参
日
対
象
　
家
族
及
び
グ
ル
ー

　
　
　
　
　
プ
、
親
子
奪
還

定
員
　
2
0
0
名

申
込
期
限
　
3
月
3
0
日
（
土
）
ま
で

準
備
す
る
物
　
タ
オ
ル
、
帽
子
、

着
替
え
、
弁
当
、
水
筒
、
リ
ュ
ッ

ク
、
雨
具
、
保
険
証
等

参
加
費
　
1
0
0
円

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

都
　
甲
　
欣
　
一

ノ

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

　　放送大学（教養学部）

平成13年度第1学期学生募集

一放送大学はテレビとラジオで授業を行
う、正規の通信制大学です。一

【放送大学の種類】

◆全科履修生…［大学卒業を目指す方］

◆選科履修生・科目履修生…［広く教養を

　身につけたい方］

◇目的や興味に応じて1科目でも学べま

　す。

◇専門学校からの編入学もできます。

◇学習センター（日向市）でも、授業のテー

　プの視聴や貸出を行っています。

【出願期限】　平成13年2月15日差木）

【資料請求・お問い合わせ】

　放送大学宮崎学習センター

　〒883－8510
　日向市本町11－11（電話53－1893）

日
向
の
国
都
井
の
岬
の
青
函
に

　
　
　
　
は
な

入
り
ゆ
く
端
に
ひ
と
り
海
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
の
声
）

　
こ
の
歌
碑
は
、
元
日
向
日
々
新
聞

社
の
文
化
部
長
で
詩
人
の
神
戸
雄
一

氏
の
提
唱
に
よ
り
、
地
元
都
井
村
や

福
島
文
化
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
下
に
昭

和
二
十
二
年
九
月
十
七
日
戦
後
初
の

牧
水
歌
碑
と
し
て
都
井
岬
の
国
民
宿

舎
前
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
牧
水
は
明
治
四
十
年
の
夏
休
み
に

坪
谷
に
帰
り
ま
す
が
、
父
立
蔵
は
当

時
無
医
村
で
あ
っ
た
都
井
村
に
出
向

い
て
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

牧
水
は
坪
谷
に
数
日
間
滞
在
し
た

後
、
父
を
た
ず
ね
て
都
井
村
に
行
き

ま
し
た
。
父
と
海
の
名
産
の
飛
魚
の

刺
身
と
塩
焼
き
で
酒
を
酌
み
か
わ

し
、
村
の
青
年
に
都
井
の
岬
等
の
案

内
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
詠

ん
だ
歌
で
す
。

　
解
説
に
よ
る
と
、
若
い
頃
の
牧
水

の
作
風
に
は
万
葉
の
歌
の
影
響
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
は
、
次
の

よ
う
に
区
切
っ
て
よ
む
と
わ
か
り
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
向
の
国
都
井
の
岬
の
、
青
潮
に

入
り
ゆ
く
端
に
、
独
り
海
見
る
」

　
歌
の
意
は
「
日
向
の
国
の
都
井
の

岬
が
、
海
の
中
に
突
き
出
て
い
る
そ

の
突
端
に
や
っ
て
来
て
、
一
人
で

じ
っ
と
海
を
見
て
い
る
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
（
県
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

老
い
二
人
の
食
細
け
れ
ば
一
椀
の

蕎
麦
で
事
足
る
年
越
し
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

細
き
肩
に
痛
み
の
き
ぎ
す
寒
き
夜
更
け

目
覚
め
し
床
に
手
に
さ
す
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

目
覚
め
た
る
夜
明
に
妻
が
吾
を
呼
ぶ

失
禁
な
ら
む
と
床
よ
り
起
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

夜
の
雨
の
．
露
だ
も
た
れ
し
下
山
の

蕾
ほ
ぐ
れ
む
朝
を
き
ら
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

新
世
紀
に
三
人
孫
の
成
人
す

寿
ほ
ぐ
涙
に
亡
き
夫
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

青
春
の
日
の
わ
が
恋
心
封
じ
込
め

時
は
過
ぎ
た
る
千
年
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

帰
り
来
ぬ
孫
ら
に
送
る
年
の
瀬
の

小
包
に
水
仙
の
花
も
添
へ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

功
あ
せ
る
は
人
の
弱
さ
か
考
古
学
の

石
器
も
土
器
も
信
を
問
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

大
病
を
病
み
て
八
十
路
の
坂
越
え
ぬ

父
の
齢
を
五
つ
越
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

音
た
て
て
木
枯
ら
し
す
さ
ぶ
蜜
柑
山

見
さ
く
る
灘
は
白
く
波
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

戦
線
に
在
り
し
昔
も
は
る
け
く
て

昭
和
を
過
ぎ
吾
は
傘
壽
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
コ
ー
ス
に
植
ゑ
し
杉
の
苗

い
つ
し
か
吾
の
丈
を
越
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

叔
母
君
は
見
目
わ
か
や
ぎ
て
座
り
ま
す

卒
壽
を
祝
う
宴
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

暮
れ
て
ゆ
く
岸
壁
に
焚
き
火
あ
か
る
く
て

人
ら
は
舟
に
門
松
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　鰯㍗弓ご’り⑫

生
涯
学
習
推
進
大
会

　
次
の
日
程
に
よ
り
、
生
涯
学
習
推
進

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
、
子

ど
も
の
声
発
表
、
自
治
公
民
館
発
表
、

生
涯
学
習
団
体
発
表
の
他
、
タ
レ
ン
ト

の
伊
東
四
朗
氏
の
実
兄
で
あ
る
伊
藤
竹

三
氏
に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
～
1
2
時
3
0
分

▽
場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
演

　
　
講
師
　
伊
藤
竹
三
氏
（
教
育
評

　
　
　
　
　
論
家
）

　
　
演
題
　
「
，
子
ど
も
た
ち
に
“
あ
す

　
　
　
　
　
な
ろ
”
の
木
を
贈
ろ
う
一

斗
▽
日
時
　
2
月
1
8
日
（
日
）
8
時
受
付

▽
場
所
　
牧
水
公
園

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
解
団
式

　　　　　お知らせ
く《イ＝ノブオ：メーヲヨン》≧》・

▽
日
時

▽
場
所

2
月
2
5
日
（
旦

9
時
～
1
1
時
3
0
分

中
央
公
民
館

町
臨
時
職
員
募
集

　
町
の
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
勤
務
地
　
役
場
及
び
出
先
機
関

▽
職
種
　
事
務
・
看
護
婦
・
用
務
員
・

調
理
員
・
保
母
等

▽
学
歴
　
問
い
ま
せ
ん

▽
期
間
　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
～

▽
申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
へ
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
平
成
1
3
年
3
月
1
5
日

※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
（
容
6
9

1
3
9
0
0
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

第
5
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
記
念
公
演
会

　
▽
日
時
　
2
月
1
3
日
（
火
）
1
3
時
3
0
分
～

　
▽
場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
▽
講
師

　
　
こ
　
　
だ
か
　
　
　
け
ん

　
　
小
高
　
　
賢
氏

　
　
歌
人
。
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
現
在
「
か
り
ん
」
編
集

　
　
委
員
。
（
作
歌
と
と
も
に
優
れ
た
批
評
活
動
を
展
開
中
）

　
　
□
演
題
　
「
壮
年
期
以
後
の
牧
水
」
　
　
　
　
一

　
　
こ
　
じ
ま

　
　
小
島
ゆ
か
り
氏

　
　
歌
人
。
早
稲
田
大
学
日
本
文
学
科
卒
業
。
（
平
成
9
年
第
7
回
河

　
　
野
愛
子
賞
を
受
賞
）
N
H
K
歌
壇
の
進
行
役
等
で
活
躍
中
。

　
　
■
演
題
　
「
牧
水
の
眼
」

年
　
金
　
相
　
談

▽
日
時
　
2
月
9
日
目
金
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
鶴
野
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　
ン
タ
i

▽
対
象
地
区
　
鶴
野
内
、
迫
野
内
、

　
　
　
　
　
　
八
重
原
、
田
野

※
ご
来
場
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役

場
住
民
課
住
民
年
金
係
（
電
話
6
9
1
3

9
0
2
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

合
同
金
婚
式

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
（
金
）
　
n
時
～

▽
場
所
　
や
す
ら
ぎ
館
　
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
戦

農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧

▽
期
間
　
平
成
1
3
年
2
月
2
3
日
か
ら

　
　
　
　
3
月
9
日
ま
で
の
1
5
日
間

▽
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

▽
場
所
　
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

農
地
転
用
は
必
ず

許
可
・
届
出
を

　
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
に

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。
農

地
に
家
や
倉
庫
を
建
て
た
り
駐
車
場

や
資
材
置
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合

は
、
工
事
を
始
め
る
前
に
許
可
を
得

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
業

振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
地
区
除
外
の
許
可
等
が

必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
6
9
1
3
9
1
0
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
お
知
ら
せ

　
町
商
工
会
で
は
、
町
内
の
商
工
業

者
の
企
業
情
報
や
特
産
品
、
イ
ベ
ン

ト
、
観
光
情
報
等
を
案
内
す
る
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

窪
8
”
＼
＼
を
≦
≦
．
∋
帯
曽
ω
ゴ
。
ざ
・

o
「
・
冒
＼
8
ひ
q
o
＼

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
2
月
2
0
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
　
九
期

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
月
1
0
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
小
野
田
の
木
村
富
貴
子
さ
ん
か
ら

　
（
誠
さ
ん
7
8
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

に
一
般
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
参
事
の
楠
光
さ
ん
、
福
瀬
の
直
野

利
夫
さ
ん
よ
り
快
気
祝
と
し
て
。

　
東
郷
町
婦
人
連
絡
協
議
会
よ
り
一

般
寄
付
と
し
て
。
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1
2
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

物論事故 11（116）

人身事故 2（29）

占
較
量
事
村
強
烈
誠

見
玉
ヤ
エ

氏
名

結
婚
お
幸
芝

黒
木
優
2
奈
な

高
尾
樹
8
子
こ

三
河
弘
竃
輝
き

赤
翠
ん
の
氏
名

死　　者 0（2）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

（和高

c
尾
ふ
さ
昭
美
一

（大安

R藤

ﾗ賢
緕

氏
名重傷者 0（2） 78

ﾎ

75

ﾎ
年
齢

聖 正
樹

弘
三

巽
重

軽傷者 4（37）
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況
五
月
虫（）内は年間累計
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町
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